
成　績　証　明　書　記　入　例　（転入用）

05－２ ※(記入不要)

(兵庫県立青雲高等学校  出願用)
学 籍 の 記 録

◎前籍校がある場合のみ記入
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       立     　     高等学校（　 　　　校）

       課程          科

平成・令和　　　年　　　月 入学･転入学･編入学

平成・令和　　　年　　　月 退学・転出
4 4 4

3 4 4

2 2 2

4 2 2

3 3 3

3 2 2 学校設定科目

2 2 2

3 2 2

3 3 3

4 1 1

4 2 2

4 2 2

5 3 3

4 2 2

2 2 2 必修教科「情報」の代替

4 2 2

1 1 2

31 0 9 40

下記の１か２に必ず〇をつけてください。２の場合は、変更がない場合も、確定次第、本校あてにご連絡ください。

　　修得単位数の変更は　　１．ない（上記で確定）　　　２．ありうる（確定日　３　月　２１　日ごろ）

生年月日     平成    ○　 年   ○  月   ○  日生

ふりがな

氏   名
 兵庫県立    ○○    高等学校（　○○　校）

   全日制 課程  普通  科

平成・令和  4 年 4 月　1 日入学･転入学･編入学

　 　 令和  7 年 3 月 15 日 在学中

家
庭

情
報

教
 
 
科

国
語

国　語　総　合

古　　典　　Ｂ

地
理
歴
史

世　界　史　Ａ

受検番号成 績 証 明 書

学年２　学年

数  学  入　門

現　代　社　会

青雲　太郎
せ い　う ん　　　　た　ろ  う

性別(   男   )  

数　  学  　Ⅰ

ビ ジ ネ ス 基 礎

総合的な探究の時間

科    目

教科・科目の学習の記録

１　学年 ２　学年

美    術 　　Ⅰ

美    術 　　Ⅱ

体 　    　  育

保 　　      健

公
民

数
学

理
科

化　学　基　礎

生　物　基　礎

コミュニケーション英語Ⅰ

芸
術

外
国
語

保
健
体
育

上記の記載事項は事実と相違ありません。

  令和 ○○ 年　○月　○日

所在地  〒○○○－○○○○　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

学校名　○○○○高等学校                                            電話(  ○○○    )   ○○○  －○○○○

校長名    ○　○　○　○   　　　公印  　　　      記載者 　職　教諭　 　 氏名     ○　○　○　○                 印

令和４年度 令和５年度 令和６年度 年度 修

得

単

位

数

の

計

家　庭　基　礎

単 位 数 の 合 計

商
業

情　報　処　理

追認考査や補充等で修得単位の変わる可能性がある生徒については、転入後の受講科

目・教科書発注の都合がありますので、必ず ２ に〇を入れ、確定後にご連絡下さい。

専
門
教
科
の
科
目
等
は
、
こ
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
教
科
名
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

☆

修
得
し
た
科
目
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

☆

科
目
名
は
、
Ⅰ
・
Ⅱ
（
・
Ⅲ
）
の
区
別
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
区
別
ま
で
、
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

①
学
校
設
定
科
目
や
高
認
認
定

②
必
修
科
目
の
代
替
科
目
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を

こ
の
欄
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

修
得
単
位
数
の
合
計
は
、

タ
テ
・
ヨ
コ
が
一
致
し
て

い
る
か
ど
う
か
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

単位修得がない場合は、空欄では

なく「０」を明記してください。



０５－２ 成績証明書作成に関する注意

１ 「成績証明書」は本校所定の用紙で
各生徒の受講指導に支障をきたすおそれがあるため、成績証明書はかならず本校所定の用紙を使用してください。

本校所定の用紙でない場合は書類不備とし、出願を受け付けません。

２ 「成績証明書」と「指導要録の写し」の内容が一致するように
「成績証明書」の内容と「指導要録の写し」とに違いがあると、①入学年次 ②卒業までにかかる年数 ③受講科目・教科書発注の

変更等のため、入学生徒の学習が遅れることになります。従いまして、転入学を希望する生徒については、出願時に作成していただく

「成績証明書」と、転入学許可後に送付いただく「生徒指導要録の写し」との間には、修得した科目の科目名や評定、修得単位数

その他について、くれぐれも相違・変更のないようにお願いします。 （ 履修・未履修の科目の表記は不要 → ４参照 ）

補充の完了等も含め、成績は出願までに確定したものを記載してください。補充・追認考査等の結果で

修得単位数が変わる場合は、受講科目の変更・教科書発注の変更がありますので、成績証明書の記入欄

にその旨を必ず記載してください。

３ 在籍したすべての年度について記入してください
「教科・科目の学習の記録」は、生徒が在籍したすべての年度について欄を設け、記入してください。

（休学した年度や単位の修得がない年度についても、その年度、学年を記入し、「単位数の合計」の欄に「０」を記入してください。）

４ 単位を修得した科目についてのみ記入してください
履修（評定１、修得単位数０）が成立した科目については記入しないで下さい。未履修の科目についても同様にお願いします。

５ 教科名・科目名は正しくはっきりと記入してください
科目名は略さず正式名称で書いてください。また、（Ⅰ・Ⅱ）の区別や（Ａ・Ｂ）の区別まではっきりと書いてください。

６ 評定の記載は5段階で記入してください

７ 学校設定教科・科目や高認による認定科目の記入について
該当する科目の備考欄に「学校設定科目」「高認合格により認定」等と記入してください。

８ 科目毎の修得単位数の合計を必ず記入してください

９ 単位数のタテとヨコの計が一致しているかを確認してください

10 記載内容を書類作成者以外の目でも確認をしてください
生徒指導要録や成績会議資料からの成績証明書への転記については、教務担当者等、書類作成者以外の目でも記載内容を

確認してください。

11 成績証明書は封入し、開封無効表示をしてください
開封されたものは受け付けません。厳封の上、出願者にお渡しください。

12 原稿は保管してください
記載内容に不明な点がある場合、本校から問い合わせをさせていただくことがあります。さらに、必要な場合には、「成績証明書」の

訂正や再提出をお願いすることもあります。作成された「成績証明書」の原稿については、必ず各学校で保管してください。

公印を押す前にコピーをとっておいてください。

13 科目名の欄が足りない場合は成績証明書をコピーしてください
専門科目が多い場合や、3年生で原級留置した場合などで、修得科目が多く、記入しきれない場合には、成績証明書のコピーを取り、

２枚目に残りの科目を記入してください。この場合、各年度の「合計単位数」（縦計）は、２枚目に記入してください。

また、公印は２枚とも押印してください。
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